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篇
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仏
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。
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築
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膀
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損
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に
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域
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れ

る0
「

部

屋

‘ i
：

て
.
一
つ
の
生
命
が
終
る
と
別
の

S

は
新
し

S

が

：

S

じ
ま
る

X
.

四

三
I
四

，四

頁)

嬰

す
る

に

、
不

良
由

宅

地

.の

成

立

は

こ 

為

で

あ

る

成

租

過

去

に

掌

營

利

業

者

'に

ょ

つ

建

て

ら

れ

た

建

物

は

勿

諭

立

腿

で

も

堅

實

I

な

か

つ

たy

ま

な

？

.
し

か

し
I

的
I

の
i

i

代

に

在

つ

た

居

住

者|

初

に

は

幾

分

かI

的

で
I

か
つ
た
ら
ぅ
か
、
併
し
所
謂
プ

ロ
レ
タ
リ

一
 

ン

驚

彼

s

i

を
I

I

れ

、I

人

A

.

Q

I

S

m
に
S

を

加

へ

る
I

I

I

る

。

生

：§

內

#

と
i

と

の

惡

化

に

伴

や

て

人

間

の

持

つ

希

望

.

野̂

心

と

共

に

快

活

はe

f

れ

て

し

爽

ふo

i

じ

て
t

の

環

竟

1

|

1

^

ま

§

|

年

|

1

處

露

向

上

的
|

が

義

失

は

れ

る

ぶ

つ|

#

|

ま

多

|

良

改
;

の

に

も

和

ら

す

か

、
る
運
動
ほ
常
に

t

欺
に
取
ク
て
ゐ
る
始
末
で
か
る？
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然
ら
ぱ
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^
$等̂
不
^
^
往
宅
地
|

|
の
居
在
者
ほ
如
何
な
を
間
題
を
潜
^
^
;

 ̂

れ
お
か
：0
,
社
會
#

|

^黎

の

ま

場

に

あ

，
；

^
.著
款
ホ
：ス
力
ム
淸 

0
.'

新
位
宅
補
給
0
 

>

所
謂
建
第l

i
t

政
：§
陳
翩
よ
り
か
ス*

f
V

我
！̂
:
5
敦̂
ぼ
附
題k

仏
.

^
以
ぜ
ま
關
☆

おi

す
な
蓋
しT

:
國
め
％
案
す
.る 

遠
大
な.

S

含
的
計
晝
か
成
否
か
寶
に
"

-

力
；̂
居
住
象
の
之
に
熱
れ
：る：

に
襄
⑩

かので，务るか：
あ

K
:

 f
\

一

f

厥
住
者
に
對 

.す
る
見
解
は
二
っ
に
岐
れ
る
、
ま
者
は
、.
環境改善に對して彼等；

に

i

應すと云ひ

’
、
：.他
者
か
、
彼
等
に
っ
か
て
改
革
び 

希
望
は
全
く
無
い
と
云
义
0

蓋
し
後
者
の
者
ふ
る
所
に
よ
れ
ぱ
日
が
ま
ま
ふ
；は
現
赛
の
犧
な
住
民
に
ょ
っ
て
ソ
ヶ
が
っ
た
も
の 

で
彼
等
は
共
の
耻
く
！̂
に
凡
べ
て
'ス
ラ
ム
を
作
れ
出
す
者
で
あ
る
。
著
者
は
、
其
の
職
務
上
見
開
す
る
所
よ
り
し
て
か
、
る
見
解
必
し 

も
無
理
^
ら̂
ざ
る
事
情
の
存
あ
す
る
を
識
：

^
る
> 
じ
れ
し
是
等
の
事
情
に
は
、

I-

般
の
、-社
會
的
政
治
的
諭
粒
の
：評
慣
す
る
饮
上
に
跋 

耍

が

眞

理

が

潜

ん

セ

云
.
あ̂

ま

敦

ぱ

其

ねi

|
辕̂

：
：
：
資

困

、

&
辄

さ
1項
4̂
.

分能
縦
 

に欽
述を

0
:
’
暴

奢

は

ぐ

！

^
,
,
平
一
：を

赚

衆
，，

ホ
# 

.
ラ
.：#
越

银

薪

：
^
.簾

':

g

知

躲

办

ほ

ボ

じ

、

.

.づ多
；；，，

び

現

廣

傳

の
 

'で
あ
る
弱
々
し
い
セ
ン
チ
メ
ン
夕
リ
ズ
ム
を
經
け
じ
め
ん
と
.；

W

る
が
欺
び
貧
遂
で
あ
！̂
。(

セ一

T

S

1資)

银

章

iS

於
け
る
叙 

述
；は
本
書
に,
い
；て
：蕭
か
；興

激

よ

部

：分

ね
；：

ル
：
唯
、
：；
前
欺
：お
將
す
る
爲
め
；

パ
新
干
！

^

嗽
；̂
：:g

諧

點

擧

者
は
生
來
の
ス
ラ
ム
人
稲

(born 

s
lum-m

a
k
e
r
)
.

と
も
云
ふ
可
き
V
、の
に
吾
々
の
"ぱ
意
を
唤
起
し
て.，<2
.5^
?0

生
來*

の
ス
ラ
ム
人
種 

は
住
宅
の
經
營
者
に
と
つ
て
も
、
全
社
會
に
と
つ
て
も
旧
ふ

15̂

き
根
在
で
あ
.っ
て
ス
ラ
ム
問
題
の
核
心
と
も
云
ふ
可
き
も
の
：で
あ
る
。 

霞
墮
落
の
程
虔
と
種
類
は
雜
多
で
あ.っ
て
、
酒
吞
ハ
無
頓
漢
膨
敦
か
ら
劫
羅
を
經

.た
犯S

人
、
道
德
的
墮
落
者'
m至
.
、̂-
男
#S

 

に
殘
虐
の
'怪
物
で
あ
り
、
酒
浸
り
の
生
活
を
送
り
好
ん
で
不
潔
、
犯
卵
の
生
活
を
送
る
輩
で
あ
，る
。
故
に
彼
等
は
階
級
と
し
て
は
全
ぐ 

希
望
な
き
者
で
あ
り
そ
の
两
生
に
づ
；

S

て
は
極
少6

機
會
す
ら
無
き
人
ふ
で
あ
る
。
，

(

七
四
貝)

彼
等
は
大
都
市
ス
ラA
特
有
の
生
活
者 

英
國
に
於
け
る
ス
ラ
ム

W

そ
の
.住
民 

.1

ニ1
(
！ ！

ニ nlv



h
I

圈
R

英
國
に
於
け
を
ス
ラ
ムw

そ
の
，位
民
. 

S

:ニ 

. 

(

ニ
ニ
•
四〕

で
t

,

其
處
S

隣

人

ま

追

放
f

る
.
.

も
何
ん
と
か
し
て
行
は
る
か.
^
1

-る
。
，..攀

Q

.

%か

霞
U
'
'さ

か

と

ま

：ま

所

に
ょ
つ
て
藥
る
がr

般
のi~i

業
的
ス
ラ
為
地S

に

き

て

ほ

約

，

一

削
と
云
は
れ
てis

.

る
0
*
,
彼

等

は

其

の

れ

く

 

に
す
ラ
ム
.
を

作

び

ほ

じ

： 

て
.行
く
P

で
あ
る
9

唯
そ
の
數
が
約1

割
だ
か
k

と1
K

つ
て
他
の
ル
割
が
全
然
、
過&

を

、
い

の

と

は

云

へ

な

ぃ

ぐ

.

.お
得
のX

ま
ぶ
、
^
 

稀
を
黑
と
せ
ば
、
他
の
者
達
は
黑
か
ら
由
ま
で
の
間
の
々
の
濃
淡
を
示
す
も
の
と
云
へ
る

。

.

.

..
:

.
;
r
.

ウ
て
遊
學
に
フ
ン
ダ
グ
な
.金
を
使
ふ
と
云
ふ
者
，̂
無
レ
ヮ
’
ヶ
で
は
な
い
.

0
ス
ナ
ム
に
於
；

b

る
赏
困
の
.
！̂
因

と

し

て正
；！？

 

P

就
職
が 

命
、

又
は
之
れ
に
從
ふ
能
力
無
き
場
す
低
撒
贊
銀
、
：多
數
家
旗
、
不
健
跃
、
よ
節
制
ゥ
購
博
•

及
び
掛
#

•

ほ
厥
商
人
•

貧
風
®

{
ま

. 

&

合
的
作
用
等
が
舉
げ
ら
れ
る
。
着
者
は
勤
勞
生
活
者
の
新
婚
夫
.婦
がk

•赋
商
*の
撒
辣
な
方
法
、
之
れ
とn

ン
；
ヒ

の

霞

、
- 

贷
民
®

時
有
の
高
利
貸
の
爲
め
に
翻
弄
さ
.れ
て
遂
に
生
活
の
破
線
にM

•
'る
'經
過
を
-胜
ぐ
書
て
ゐ
，又貴
術
及
び
ポ
良

i
f

生 

式
附
隨
す
る
幼
兒
死
亡
率
は
常
然..T;?,s
が
數
-

f

s
ル
の
x

-

^
 
一
 

S

人
ょ
り
i

^

s

<
^
ス

菩

し

き

減

示

せ

る
 

神

的

缺

陷

ク
'
肉
體
的
虚
弱
者
の
激
が
魏
は
れ
て
ゐ
る

9
.
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,

‘
；

.
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: 

\

、
：

ん

無

知」

に

就

ぃ

て

ぱ

國

民

初
等
義
務
敎
S

.
普
反

に

も

御

ら

す
，.
W
識
水

準

の

’
非

常

に
做.S

事
は
、
越
寒

の

'依

る

.1

焉

で

あ

る

0
:
.
, 

成

程

年

少

者

に

あ0

て

は

才

能

的

な

衆

も

例

外

的

に

.；̂
存

在

す

；
；
0
0 

.

じ

か

し

向

上

的

な

資

質

む

決

し

て

.養

成

は

さ
：れ
な

5

0
最

抓

^
^

 ̂

、、

る

才

能

が

ス

ラ

み

に

於

い

.，
て

も

稱

讀

さ
れ
自

懷

さ
れ
る
。
し
れ
る
に

'『

¥
を

と

り

，、‘間

逮

な

，く

ス
ラ
ム

け

生

活

か

ら

離
れ
て
了

ふ

と 

1
K

ふ

i

が

现

は

れ

る

と

、

稱

讚

は

惡
篤

に

代

る』

'
し

か

し

多

數

ひ

秘

童

に

あ

つ

て

'は
、

敎

を

効

娘

は

全

く

零

で

あ
ろ
。
I
.
Vる
線
 

^
^
?は
ス

ラ

ム

人

柳

と

し

て

ま

す

る

の

で

あ

る

か

>
^
^
5
し

て

、

少

需

'題

は

當

然

ス

ラ

ム

，間

®
の

最

火

關

心

と

云

は

-ね
ぱ

な

ら

ね

。P

 

者

は

靑

¥

朋

に

於

け

る敎
齋
及

び

敎

化

の

可

能

性

を

認

め

る

も

の

：〜

如

く

で

あ

る

。

男

女

共

に

比

の

頃

に

'は

少

く

と

も

容

姿

に

つ

い

て

へ
ぱ
じ
め
る.。
彼
等
は
と
に
角
、
綺
麗
に
身
：

H

舞
せ
ん
と
努
力
す
る
、
唯
、
そ
れ
は
緒
局
、
性
的
耍
求
に
終
始
す
ろ
丈
け
で
撒
神
及

. 

.び
肉
體
の
純
潔
へ
は
及
ば
な
い
，。
、

『

价
し
児
に
钩
一
つ
の
端
緒
で
あ
る
、

評
慣
す
ろ
事
の
發
生
し
た
證
據
で
あ
る
。
，故
に
浩
し
此
の 

時
期
'に
靑
^
^
逵̂
が
ス
ラ
ム
の
外
に
妹
に
共
れ
衆
庭
的
影

‘響
の
'外
に
連
れ
出
さ
仏
得
る
.な
ら
ぱ
完
全
な
改
逸
が
成
就
す
る
か
も
知
れ
な 

い
-

』

し
か
レ
•
貧
.民
痛
の
子
弟
が
軍
事
勒
務
に
よ
り
變
化
を
ぜ
：
く
る
事
が
示
す
機
に
、
其
の
，改
造
の
ほ
め
に
，は
辕
も
厳
鼠
な
る
ほ
棟
が
行 

に
れ
ね
ぱ
駄
自
で
あ
る
。

#

淸
質
な
周
圓
に
，彼

等

积

し

置.
.
た
ぐ
で
.其
0

腊
霄
を
账
落
ザ
し
む
る'事

は

出

來

か

い

。
レ

：

に
貴

：̂

窟

問

题
か
，巾
、

i

と
し
て
の
ス
.
'ラ
ム
生
活
‘紫
ひ
濟
は
誠
に
⑧
難
な
將
驟
で
あ
る

’
。

‘ 

.
r

國

に

と

の

#

‘
在

及

び

彼

等
 

へ
の
對
策¥

近
飛
彼
等
の
!̂
翁
と
は
ポ
，均
’等
な
位
，、
政
治
的
に
贯
要
な
.意
味
を
持
っ
に
！̂
っ
た
。'
'夢
.想
牧
な
非
宵
.現

的

な

共

®

主

義

に 

は
浮
さ
れ
な
い
.ま
で
も

れ

へ现
實
的
な
社
命
主
翁
は
彼
等
の
‘間
’
に
、根
を
張
つ
て
.ゐ
'る
。
' 

そ
れ
も
炎
し
て
§

改
1

崇
高
な
理
念
に
极 

ざ
す
：

一： E

車
で
は
無
く
、
社
#

’主
義
者
達
の
即
物
的
が
默
惠
に
の
す
あ
石
0
.
’做
’差
別
の
慈
善
に
’よ
つ
て
是
悪
し
き
人
々
ぼ
最
も
大 

な
か
一
利
猛
シ
得
し
、て
る
。

「

公
私
い
づ
れ
に
も
化
よ
最
もX

な
る
財
ホ
は
V

彼
等
が
赠
集
す
る
ホ
心
で
あ
る
。
し
か
し
其
れ
，が
空
虚
と
な 

れ
ぱ
彼
^

サ
は
'化
に
散
っ
て
了
ダ」

し
か
も
選
擧
遇
顿
£

"

sつ
，て
は
彼
等
.へ
の
救
濟
の
公
約
に
よ
っ
モ
撒
票
を
集
か
る
事
が
行
は
れ
る
。 

趣
す
る
に
政
め
の
高
尙
な
倫
理
は
ス
ラ
.
ム
t

冯
ひ
知
力
，の
及
ぶ5

^
.

で
は
な
い
。
愛
國
主
義
父
ぱ
敎
途
あ
る
知
識
階
級
の
資
ギ
的
な
自
己 

.

E

ヤ

1
^
-和
ポ
>救
等
は
％
夢
に
と
っ
.
て

全

然

，貧

が
'族
い
0
,
齋
律
に
對
し
て
何
断
>

攀
#

を
持
だ
ぬ
が
，.
戰
時
で
ぎ
れ
ホ
、
軍
隙
に
入 

U

.
ホ
す
る
’
>

.现
，在
の

。
塊

風

か

ら

脫

れ

.さ
'
せ
る
綴
な
事
な
ら
何
'か
で
も
れ
る
。
.
踏
取r

 

‘
不
衆
、’
#

蟲
，等
は
生
れ
た
呼
か
ら
の
友
逵
で
あ
る 

が
故
に
"

Miii

暮
は
’別
に
厭
は
か
。
‘
よ
き
衣
服
、

分
な
る
貪
事
、
’
そ
れ
に
.酒
と
女
と
、で
は
、.
充
分
'得
だ
と
考
へ
‘る
，で
あ
ら
ぅ
。
錢
乏
人 

.斷
會
卞
疆
者
は
此
の
.
點
を
よ
く
洞
察
し
て
、ゐ
る
が
故
に
政
治
は
#

的
所
有
と
^

離
し
や
教
へ
、る
ヮ
ヶ
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
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英

國

に'於
け
.る
ス

ラ

ム

W

そ

の

住

民

，

四

a
n
!

力)

- 

-
*
-
-
- 

I 

• 

< 

• 

» 

• 
 ̂

f

，货
四
•
節
五
の
兩
章
は
更
に
轉
じ
て
"

ス
ラ
ム
間
題
の
割
策
に
就
い
て
の
論
評
で
あ
る

0

前
者
は
其
の
淸
搞
間
题
に
關
す
る
立
，

JIJ

及 

行
政
的
§

を

、
，
後

者

は

淸

歸

後

即

ち

新

住

{

S

給

に

’關

す

か

同

じ

方

.

.面
の
'
措
置
を
；

i
j

評
し
、て
t

o

.
 

’

'

旣
に
述r

■た
錄
に
ス
ラ
ム
問
題
の
解
炎.は一

九一

ニ0

年
の
法
雅
ま
で
に
非
常
に
多
く
の.企
®

が
f

れ
た
が
不
幸
成
功
し
て
ゐな

か
 

っ
た
。‘「

見
ぇ
.ざ
.る
ヵ
し
が
住.，|

^

^
の
単
輪
1

.

っ
っ

ぃ
て
#

の
‘機
械
の
圓
撒
な
活
動
を
妨
げ
て
ゐ
る
様
に
見
I

、
ニ.
5

ギ
の
法
律 

が
手
續
を
簡
に
レ
、
充
分
な
國
家
補
助
き
設
け
た
.に
も
拘
ら
す
.、
霞

永

續

的

な

効

き

擧

ゥ

てI

、い
。
鼓

!

、
. It：

政
上
の
：

H

事 

と
し
て
は
、
不
良
位
宅
の
實
際
數
字
に
就
い
で
必
す
レ
も
n

確
が
期
し
難
い
も
の
が
あ
り
、
大
低
共
れ
は
#

算
に
過
ぎ
な
.い
、

稿
：の‘ 

冒
ー
见
に
逃
べ
た■

に
-
釘
適」
の
標
準
が
§

た
り
し
て
ゐ
る
。
，
H

$

計

齋

は

き

住

宅

の

調

奄

に

始

ま

き

で

あ

る

が

、
之
れ 

ヵ
ィ
I

で
あ
り
、
部
分
的
だ
と
云
は
れ
る
事
に
な
る
o
’又
、
近
い
將
來
に
於.い
て
の
可
能
的
不
良
掌
は
、.現
在
の
、I

及
調
森
に 

は

入

っ

て

装

い

。
従
っ
て
霊
は
五
ケ
年
二
十
七
萬
の
不
度
’住

宅

を

一

ケ
年
i

四
千
つi

.

改
善
す
る
の
可
能
性
を
疑
ひ
、
或ひ
は 

又

.、

五

ケ

年

で

大

H

業

地

癒

の.ス

ラ

ム

.
を

1

摇

し

得

る

の

锁

想

を

全

然

を

-だ

し

て

ゐ

る

0

 

>
'

從
つ
て
7
ケ

ギ
；

5IS

畫
の
設{ii

{
及
び
其
の
宣
傳
の
主
た
る
、目
標
は
、奥
んI

を
喚
起
し
地
方
癒
を
刺
戟
'し
す
、
間
題
’の
解
決
'
'に

！
力̂
：せ

し

.
め
 

ん
と
す
る
に
あ
る
。
同
時
巧
：
S

る
I

が
現
i

表

處

を

の

は
^

^
下
の
£

f

 :
>有

利

：
な
^

利

市

せ

ん

と

ホ

 

る

ふ

に
在

る
o(

ぜ

ほ

住

築

獎

勵

S

ま

®

象

に

足

.
'
^

S

氣
與
進
策
と
も
艮
で
襄-Ifi

{あ

ま

い
0)

不iS

{往
宅
破
毀
に
關 

す

る

ま

ま

ま

の
.手
績
に
5

で
の
'

f

な

紹

介

は

き

ま

。..1̂

す
る

に
、
不
^
2
{

宅̂

觀

1

^

、
急
速
.のi

i

紫

可

瓶
だ
' 

と
弟
ふi

t
.

に
な
さ
養
と
步
を

進

め

る每
に
；

方
廳
は

、
所
有
象
側
の
反
對
に
出
會
■

蒙

ら

ね

、

そ

し

て

そ

れ

か
r

:ま

り
 

進
む
k

诬

♦
て

よ
り

鏡
く

，
>
よ

り

組

織

的

に

落

，
て

f

o

-ス

チ

イ

丄• 
ロ >

.
%

ア

資

j
|

■

寒

；̂
衝

せ

i
-と

主

張

：
^
:
る

跃

合

： 

家

：
、

；
所
i

s

者
は
瑰
實
に

；對
し

て
德じ

；.̂
;*

{知

を

！

g

じ

：

於

き

；

.ミ

象

！
^
^
^

際

，戶そ
の
住
民

一

九七、五
九
還
に
；對し：

H

§

:

に

は」

ニ

七

.

w
?̂
.̂

が

艰

醫

タ

#
t

‘ニ
：こ
：

y

ハ

お

翼

ぎ

：セ

い

。

鬼
§

、
現
ま
粗
灘
な
新
築
独
律
を
都
し
、

V

お

る

：限

り

、

ス

ラ

：：ユ

请

獨

；

^

.

ま

韻
1
|
政̂
.の
‘永

資
0

部
0
:
^
;
^
?
#
疑

を

：入

れ

與
在
タ
猜
攝
問
題
は
、

H

新位
；； B
J

補

給

；の

蘭

：

鍵
.： \j

維

び
b
 :S

v

てあ
：，

るf

然

か

：る
，
に
；

^

%

:め

激

設

：：

^
;
^
:
;
共
に
^
^

め
食
擔
を
荷
ふ
に
至
っ
た
。

ス
ラ
ム
W
.
係
#

^

'ら

さ

タ

や

ボ

多

？
•

か

し

薪

住

宅

捕

檢

の

膨

大

な
 

,タ

計

盡$

等

を
,

か
^
-

お̂

濟

の

計

晝

お

；

#
'
ウ

ポ

位

索

：を

取

毁

タ

於

！

*

,

1
忙

，對

あ

蕩

渡
^

^

ス
^
^
耍
ぁ
る
人
員
は
百
.ミ
十
五 

、そ
み
®

ぁ
教
激
用
#

l
:
.
3
&̂
r
:
w
:

百
：寓
被
§

辅

助

貧

額

ニ

一

百

萬

德

か

.

萬
§

■

^

る
。

.

. 

:

:

^

#

!
袖̂
§

舍

お

問

廣

は

寒

に

ま

#

5
マ.—

廣
と
し
て
は
、
之
れ
に
よ
っ
，て
將
來
位
宅
公
ポ
が
行

i

は
ネ
ベ
ま
：で
：
$

ふ

：タ

ふ

者

方 

か
ら
け
細
目
の
間
題
雀.し
.て
，は

ヴ

新

養i
s
;̂

科
：

0

定

新

独

；宅
：の
：部
屋
數
を
居
往
者
又
は
家
族
激
め
割

<
^
、

移
轉
後
め
厳
重
な
る
規 

律
り
.
：監§

,
-
?
5̂

か
指ĝ

:
:
:

液f
:
^

嚴

银

道

路

め

g

係
•
住f

建

集

ホ

f
t

散
計
：1

;

§

傅、
.

往者
の生
 

:
.括
に
*
?，慮
し
'て
の)

更
に
新
進
住
宅
と
居
往
者
心
理
と
：の
.交
涉
に
.關
す
る
考
慮
、.
例
へ
ぱ
ス
，ラ
ム
よ
り
移
轉
せ
し
め‘た
る
者
.を
全
部1 

1

 

纏
に
し
て
他.ょ
り
切
離
し
、

っ.て
以
け
'て
.彼
‘等
に
特
殊
集
圓.又
.は
、
階
級
の
觀
念
を.律
せ
ふ
’セ
る
樣
に
な
っ
て
は
な
ら
，ぬ
事
、
t
即
あ
：、 

自
か
ら
も
改
良
せ
し
め
る
度
好
の
手
段
と
し
て
は
、
彼
等
を
し
，て
ニ
般
社
會

.の
稱
成
‘一

分
子
，た
る
を
知
ら
し
め
.る
生
沿
環
境
を 

與
へ
る
事
、
そ
れ
に
は
都
市
の
熱
と
色
彩
と
か
ら
遠
-

^

れ
た
衛
生
都
市
に
‘彼
等
を
送
出
す
が
如
，き
措
置
に
.出
で
‘
\
は
な
ら
ぬ
0
,
又
新 

，住

建

の

型

式

即

ち

共

同

住

宅

型

摊

用

'の
得
失(

殊
に
敷
，地
問
題
と®
關
聯
、

f

位

宅

衛

生

：上
：
の

‘立

場

等

に

於

：
い
，
て

)

’ 

.

■
 

• 

' 

.

.

っ

い

で

更

，に

.經

營

，上

の

問
.題

が

在̂
^。.
新

住

宅’の

清

潔

を

湖

す

.爲

め

、
ス
.ラ
ム
‘引
越
に
際
し
-
’て
の
.睹

般

注
-意
及
び
#

慮〈

例

.兴
國
に
於
け
る
.ス： ':

ラ
'
.ム
き
そ
.の#
民 

1
;
|
$

 

(
一
:

ニ1.

七)

.

i

I

Kt;



. 森
''

ぶ
な
象
^

ら

英
壊
，に
於
け
る
ス

.ラ
‘ムW

'

そ
の
住

rĵ

1
i

，
ニ

六：
s
m

 j: 八
)：：

關
係
力
あ
.る
此
の

關
係
の
良
否
は
ハ
‘
住

宅

政

策

の

成

否

が

か

、

る

所

で

り

；

•

相

手

が

相

手

丈

け

に

問

题

、
は

難

し

s

i云
： .

は

ね

ば

な

ら
ぬ
>

.

f
 に
惡
性
ス
，
1

 
赁
 s

<
c

 

が
全
體
に
對
し
て ,1

割
で
あ

る

と

し

て

も

：
彼
等
の
反
规
律
性
やi

亂
雜
t

ゐ 

は

ぜ

大

で

す 

<
1
^

に
，

2®

等
を
.：

規
律
遂
反
.の
件
を
以
：つ
て
放
遂
ず
れ
ば
、
又
彼
等
‘は
凯

i
p

フ
ふ
の
.
核

心

と

な

つ

て
了
ふ
4
各
家

族

：； 

は
新
ス
：‘ラ
ム
の
孩
心
と
な
る-、
：故
に
此
の
間
題
に
は
眼f

は
終

末

盗

い
I

ふ
事
込
な
2

故
に
場
合
に
應
じ
て
は
、特

ま
®

:
 

i

s

的

措

置

ヵ

必

と

な

る

か

も

.
^
れ

な

レ
。
'著

者

は

此

の
’锁

の

惡

性

ス

ラ

ム

住

民

に

，敎

し

て

ば

'

®

®

.硬

な

襲

£

て

一

て

き
 

衛
生
學
は
そ
れ
で
人
間
を
的
に
淸
潔
に
は
し
な
ぺ
し

.か

し

も

社

會

へ
-の

害

養

廣

举

る

：事

が

；
廣

る

o

t

.
 

か

、

ぷ

riS

案

は

寓人
.！ 1̂
.

主

義」
V
.

ま

：
て

疯

祐

，止

、

’，
祭

敎

上.多
*

K

わ
，.非
難
を
.蒙
る
...か
も
知
れ
な
い
、‘し

か

し

か

；
、

'
"る
方
簿
が
S

行
さ
：
' 

.れ

る

な

く

て

、は
、
使
宅
間®

の
恒
A

例
改
良
は
成
就
をI

得
な
い
。
霊

は

同
f

親
f

が
犯
鄰
的
な
、
晴
師
的
缺f

 

る
、
，不
潔
な
酒t

な
、
.懒
I

人
間
货
費
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
慨
嘆
す
る
。> 

>
,
‘
.
，

楚

等

.愈

‘

Q

分

子

を

別

¥

れ

ぱ

、
.經
營

者

は

：！ 

K

善

意

をg

つ

て

住

民

の

補

I

北

S

力

す

べ

き

.
でt

o
 

i
上
の

•敎
I

I
 

彼

等

を

：此

規

蛋

j
g
y

入

ら

せ

る

最

も

有

効

な

手

段

で

t

c

.故
す
ク
夕
グ
チ
ア

 

>
 ヒ

ル

れ

富

の

特

ぼ

は

即

ち
I

s

^

ム
間
®

の
鍵
t

篇

に

梭

ス
。
位
宅
霞
者
と
し
て
®

人
を
i

し
、
賞
料
取
立
‘、
，家
厚
の
嫌
i

修
め
み
な
らm

不
i

る
.

K
,

 

ラ
A

女

性

梭

が

激

膊

仏

告
 

'敎

育

し

て

；
節

儉

と

幸

福

A

の

道

に

進i

し
，
め

ん

と

す

る

'
に
在
る
。
唯
、
此
の
方
針フ

灘
點

+
1
'.f 

\

る

任

務

に

S

る

輪

人

の

發

見

が

f

難

®

f

 

1

5
事

に

あ

る

。
、
‘学

る

に

，

f

 

f

 

s

f

 

I
係

に

，化

f

 

f
も

つ

i
 

社

.看
、む

理

學

的

に

深

く

考

究

せ

ら

る

ン

き

で

あ

る

？ 

. 

’
，

.更
に
經
營
が
f

間
®
と
關
聯
し
て
i

l

が
あ
る
0
地
方
政
府
に
於
い
て
、

l

A

i

A

o

i

t

i

f

ま

B

虞

な

-

善̂

ま

P
®

ザ
，：：^.ま

！：

ご

著

讓

ま

囊

な

壽

零

て
ゐ
る
。
此
の
，問
題
に
政
黨
、
選
摩
の
關
、々

を
結
び
.つ

け

、
：
又
.
は

階

級

：意

識

を

浸

透

.せ

し

む

る

が

 

事

業

は

最

も

悲
 

慘

な

結

末

と
.
5
る̂
6 

.ら

：.

.

.

 

...
 

.

 

.

 

.

.

. 

.
 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

 
.

.

.

.

 

■

■

 
■

 
.

 

■

 

.

.

.

.

.

.

 

.

 

.

 .

 

.

.

.

.
 

■

か
\
る
事
情
ょ
り
し
て
、
大
都
市
に
於
け
る
市
營
住
宅
の
：事
業
は
實
に
大
事
業
で
あ
る

0
.從
ウ
て
管
理
、
統
制
の’方
法
に
ウ5

て
は

充

分

勘

考

す

Y

含
で
あ
ら
ラ
0

-
グ

：

. 

. 

,

•

六
‘ 

.

«

最
の
章
は
ス
ラ
ム
の
成
立
：過
程
を
說
明
し
て
ゐ
る
0
都
市
の
無
.計

晝

な

發

原

は

、
：
一
中
心
'部

附

近

：お

ボ

良

住

宅

街

を

發

生

せ

し

め

，

オ

タ

微

層

す

：
♦

ホt

外
"へ
と
追
出
し
て
行
く0
;
か
く
し
て
此
の
動
き
と
共
に
、
.以
前
は
相
當
の
地
區
が
漸
次
不
良
住
宅
化
さ
れ
て

B

ま

0腐f

に
.
'激̂

に*5:V

狀
.ル

て

まf

 f

ま

立
■

せ
■
:

ゐ

ま

が

：：
^
ま

ま

深

落

、

ま

：

M

は
、

ス
ラ
"
！
北
ルf

ま

I
,

濃
厚
で
ぁ
る
。
：E

大
都
流
ゆ
成
ま
激
に
胖
空
ぶ
ま
屋
の
：ホ
る
の
に

.、
，
反
：

§

に
は

ま

ま

ま

ハ

へ

§

ま

5

漸
s

k

ポ

移

；

t

陋

サ

ま

纖

⑥
ま
顧
な
き
廣
汰
な
ま
宅
問
題

s
.
#

 

律
い
づ
れ
も
無
統
制
な
放
逸
な
地
方
的
發
膝
の
結
跟
を
示
し
た
大
输
卷
に
外
な
ら
な
い
。

 

‘
，
、
：

ま
一
霞
ま
ま
#

i

淫

ま

ボ

ポ

ダ

め

；
■

がp
i

ぱ

ま

遭

市

蓮

動

、

運

働

を

築

制

眼

方

書

>
.
,
:
0

實

行

賞

撒

に

就

土

地
隅
ぶ
其
の
最
後
の
解
炎
を
ょ
せ
て
ゐ
る

(

一
S

W

■

潘
の
.土
ま
制
鹿
の
下
で
は
前
記
の.
^
.
譜̂

養

養

底

、
V

.

完

全

な

，蜜

行

を

说

ま

一

！
 ̂

♦
，ル
が.：

灌律ボ勞ま猪ま級，友

#
め̂
-
^
:
-
^
!
^

ポ
爛
在
の#P

都
市
弾
動

a

失
傲
を
指
摘
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